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産婦・パー・トナーが共に術前の手術室内を見学することの効果
　　　　　　　　手術室看護科　小川　千治　　奥野　靖子
1．はじめに
　前年度は、立ち会い分娩における術前の手術室内見学につい
ての効果を検証・検討し、パートナーのみに術前の手術室内見
学を行った。術後のアンケート結果より、産婦全員がパートナ
ーと共に手術室の術前見学を望んでいることがわかった。今回
はパー一一トナーだけでなく産婦も一緒に見学することによって、
どのような効果があるのかを前年度との研究と比較・検討し、
またそれにより得られた結果から、産婦の抱えるさまざまな不
安を軽減することが出来るのではないかと考えた。
〈研究目的〉
　産婦・パートナー共に術前に手術室内見学を行う事でどのよ
うな効果があるのかを前年度と比較・検詞する。その中で特に
産婦は、手術・麻酔の他、出産・子供の健康状態など様々な不
安を抱えていると考えられる。その不安を出来るだけ軽減する
ことを目的とするために、今回2人での手術室見学を試みた。
皿．研究方法
／．刻囲者
　　帝王切開術での立会い分娩を希望される
　　産婦・パートナー
2．研究期間
　　2009年6月～10月上旬まで
3．アンケート・インタビュー方法
　・手術室見学前のアンケート及びインタビューを産婦・
　　パートナーに実施
　・立会い分娩の実施後アンケート及びインタビューを産
　　婦・パートナーに実施
4．倫理的配慮
　質問用紙は無記名とし、個人が特定できないようにした。ま
た、調査への参加は自由意志であり、参加の有無による治療や
看護上の不利益が生じないことを説明した。
はあるものの、パートナー立会いのもとでの出産は初めてであ
った。
アンケート・インタビュー結果は以下の通りである。
〈術前〉
①　事前に手術室内を見学することをどのように思いますか
産婦
・2人で赤ちゃんの誕生を見
ることが出来てうれしい
と思います。一t生の記念に
なるのと、夫の育児の協
力・考えなど変わってくれ
ることを期待したい。
・始めて入る部屋より安心で
きる。
・安心して手術に望むことが
出来る。
・無晶質なイメージ、かたい
感じ。
パー一一トナー
・事前に知ることで不安を解
消されるかも。
・あまり入る機会がないので
二人で入ることでかなり
安心できる。
・事前に二人で見学できるの
で、その不安の一部が解消
されるので良いことだと
思う。
・怖い、冷たいとあんまり良
いイメージはない。
皿．結果
　研究期間中に、術前の9」llf室内見学を希望した産婦・パート
ナーは6例いた。初産2例、経産婦（2人目）は4例、そのう
ちアンケート・インタビュー調査を実施し、術前の手術室内見
学を行ったのは経産婦の4例であった。初産2例は緊急帝王切
開で前日に手術を実施したため、立ち会いを行うことが出来な
かった。
②　事前に手術室内を見学するにあたり期待することはどのよ
　　うなことか
産婦 パートナー
・事前に見学することによ ・立会いできることが嬉しいで
り、手術前の恐怖心が軽 す
くなる。 ・手術の雰囲気を感じること。
・どんなところか見たい。 ・雰囲気を感じることが出来る
・二人で少しでも不安解消 事で、リラックスして立ち会
が出来ればと思います。 えることに期待。
③　手術を行うにあたり、何か不安な事や気になることはあり
　　ますか（産婦のみ）
産婦
・腰からの麻酔が怖い。
・赤ちゃんの健康のことが心配，
・前回も手術だったので、今回は恐怖感があります。
手術室内見学を行った4例は、共に帝王切開での分娩の経験
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④帝王切開で立会い分娩を希望された動気
産婦
・子供が誕生する瞬間を一緒に
見てもらいたい、その後、育
児にも関わってくれればい
い
・前回の手術前に側にいるだけ
で心強かった。
・一盾ﾉ経験してほしい。
・生まれたときに一緒に感動で
きたらと思って
パートナー
・前回、立会いを希望して
いたが、緊急帝王切開で
立ち会えなかったから
・最後の最後で立ち会って
ほしいと言われよい経験
になるかと思ったから
く術後〉
⑤事前に手術室を見学し立会い帝王切開術を行ってみての感
　　想
産婦
・何をしているか分かっている
分、少し怖くなった。
・手術室を二人で見学できたこ
とによって少し安心できま
した。主人がいたことで心強
く思う。
・手術に対する不安はあります
が、二人で少しは落ち着いた
気持ちで手術できたと思い
ます。
パートナー
・予想以上の設備や人数も
多くて少し驚きました
が、そういう点では見学
しておいてよかったと思
います。
・人がたくさんいてびっく
りした。赤ちゃんが出て
くる瞬間は感動でした。
⑥術前の見学・立会い帝王切開術をしてみて気になったこと
　　や今後の希望
産婦 パートナー
・妊婦から夫の姿をもう少し見 ・感動した。
れたら良い。 ・妻が怖がっていたので側
・帝王切開の手術を立ち会える にいてあげれて良かっ
なんて思っていなかったの た。次があっても立会い
で、今回の出産はとても貴重 はしたいです。
な体験になりました。
・今後も続けて立会いを行って
いったら良いと思います。
⑦手術に対して不安な事や気になったことは解消されました
　　か（産婦のみ）
IV．考察
　手術を受ける患者は、手術・麻酔・術後の痺痛などさまざま
な不安を抱えている。さらに産婦は、そればかりではなく出産
や子供の健康状態にも気を使っている。今回のアンケート結果
で、手術室は、‘怖い”“冷たい”“暗レ・”などというイメージが
多かった。4例とも手術を受けるのは2回目だったが、術前の手
術室見学は行っておらず、そのため、手術に対する不安が強く
みられた。不安をもったまま手術に臨むことにより、術後の回
復に悪影響を及ぼしたり、心因反応を起こすことになるといわ
れている。術前見学・シミュレーションを行うことで、視覚的・
聴覚的にイメージがつきやすく、また、パー一一トナーと一緒に見
学することで、産婦にとって不安を軽減できるのではないかと
考えた。岩津らは、「パートナーがそばにいることは、妻の支え
になる」と述べている。パートナーと一緒に見学することで、「2
人で見学したことで安心した」「主人がいたことで心強く思う」
などという言葉がきかれ、産婦にとってパートナーがそばにい
るという安心感をもつことで不安が軽減されたのではないかと
考えられる。
　パートナーからは、「予想以上の設備や人数が多くて瀞、た」
「人がたくさんいてびっくりした」「妻が怖がっていたので側に
いてあげれて良かった」など、産婦の周囲でどのようなことが
行われているのか、産婦にとってどのような環境なのかを気に
しながら安心して産婦をサポートできるように関わっていたの
ではないかと考えられる。坂東らは「夫が側にいて励まし、子
供の誕生を共に喜ぶことは、妻の精神的ストレスの回復、夫婦
の絆に良い影響を与えている」と述べている。パートナーと一
緒に見学することで、産婦にかわって質問したり、安心させる
ような行動がみられたりと、産婦にとって有効な励ましの言葉
や不安を軽減させる行動をとっていたと考えられる。また、昨
年はパートナー一一のみの見学であったが、今回、パー一・トナーと産
婦が一緒に見学することによって「2人で入ることによって安心
できる」「2人で見学することによって不安の一部が解消される」
など、パートナーと産婦が一緒に行動し、共に同じ空薫や時間
を共有できたことで、産婦にとって、手術に対するストレスや
出産・子供の誕生に対する不安の軽減につながったのではない
かと考えられる。
産婦
・解消されました。
・とても丁寧に説明してくださったので、自分がどういうこ
とをする、状態になるなど細かくわかったのでかなり気持
ちが楽になりました。
V．終わりに
　立ち会い分娩を行う事で、産婦の不安も軽減し、パートナー
は産婦をサポートでき、子供の誕生に立ち会うことで喜びも得
ることが出来るとわかった。今回、パートナーと一緒に術前見
学することによって産婦にとって不安の軽減に繋がっていった
のではないかと考えられる。しかし、立会い分娩に関連する先
行研究の報告は多数あるものの、帝王切開の立会い分娩におい
てはほとんど報告されていない。当院で立会い帝王切開を行っ
ていることも、あまり知られていないのが現状である。より一
層アピールしていき、安心して立ち会えるように援助していく
必要がある。
　また、産婦・パートナーにより良い手術室での立ち会い分娩
が行えるように、アンケート・インタビューを参考に体制を整
えて今後の手術看護に生かして行きたい。
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